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編集後 記 にか えて

 ● イソバス ケ ヅト・テス トは，状

況テス ト(situational test)の 典

型である。すなわち，現実 の行動

場面に相似させた “仮 想的状況”

を シ ミュレー トし，その状況 に人

間が どう対処 してい くかを観察 す

る ことに よって，その人 間の “ひ

ととな り” が診断 していけるとす

る考えに基礎 づけられ たテス トで

ある。 したが って，この ような状

況 テス トの開発に おい ては，①仮

想的状況を，現実に相似 させて ど

こまで うま くシ ミュ レー トで きる

か，②状況に対処 して行動する人

間の どこに眼をつけて観察 してい

くのか，の2点 が当面の重要 な研

究 目標 としてあがって くる。 こ う

してテス トそのものが開発 され て

きてはじめて，予測的妥 当性や実

質的有用性 の検討 とい った テス ト

の本質的問題を問 う段階が き りひ

らかれて くる。本モ ノグラフでは，

この一連の プロセ スの要所を簡略

に示 したつ も りであ る。大方の参

考になれぽ うれ しい とお もう。

 ●管理能力(の 内容 と構造)を

どう考 えるかにつ いては多 くの立

場 がある。わ た したちの考 えか た

は第1章 に概説 した ご と くで あ

る。いずれに しろ，管理者を，刻

々と生起 して くる組織上の問題の

解決にむけ て，迅速かつ適切な意

思決定を くだ してい く存在 とみ る

か ぎ り， イソパス ケ ット ・テス ト

が シ ミュレー トしよ うとしてい る

状況は “いい線”をね らっている

とお もう。工夫 のいる ところは，

現場 の経験 とアイデ ィアを生か し

て，イソバ スケ ッ トのなかに どん

な問題(状 況)を 封 じこめ られ る

かだ。巻末に凸版組み の 「資料」

を添付 したゆxん であ る。

 ● ところで以上は，あ る“道具”

をつ くってい くさいの技術的側面

についてのはな しだが， ど うい う

ことにむけて，あ るいは，なんのた

めにその道具を開発す るのか，そ

して，開発 した道具 が組織 の全体

の システムのなかで どの ように運

用 され てい くのかについ ては ，事

情はず っと複雑に なって くる。産

業構造 自体の急速な変化，労働力

の高齢化 と高学歴化，労働者の生

活様式 と意識の変化な ど，企業環

境が大 きく変容 してい るい ま，経

営は，その内部に新 しい矛盾をか

かえ，その矛盾に対処 するために

さまざまな対応 を試 みている。実

に，管理能 力の早期発 見や 育成 の

動 きも， こうい う全体 的変動 のな

か の一部分に ちがいない。 この一

部分が全体 との関連 でど うい う意

味を もってい るのか， また， もっ

て くるのか。慎重：な現状分析 と将

来展望が砥究者 自身に も迫 られて

い るとお も う。 自己 の専門性(ex・

pert power)の みをひっさげて現

場 の要請 に応 答する ことにだけ終

始するな らぽ “just technician”

の閉塞状況 のなかで 自らが窒息 す

る とい うこ ともあ りうるとい うこ

とだ。      (南 隆男)
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